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■ 研究テーマ
地下水、海水などの環境試料に含まれる微量有害金属（Ｐｄ、Ｃｄ、Ｃｒなど）を濃縮・分解するためのキレート繊
維の開発とその応用に関する研究を行っている。植物繊維の表面にキレート官能基を化学的に結合した後、金属を吸
着させる。また酸処理により金属を脱着すれば、吸着材は繰り返し利用が可能である。基材がセルロースであるため
被処理液との親和性が高く、金属の吸着速度が非常に速いという特色がある。キレート特性を活かして、貴金属の分
離・回収に使用することも可能である。
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